
 

 

 

 

 

 鉄試料の defocus補正にアルミニウムｒａｎｄｏｍ試料を用いる 

 

 目的 

 鉄の defocus補正曲線をアルミニウムで作成し、defocus補正を行う。 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアで予測Ｒｐ％が最小になる適正化Ｒｐ％モードで補正を行う。 

 

 最適化 Rp%と ODF解析後の Rp%（ValueODFVF） 
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１．概要 

 鉄系の極点図解析ではｄｅｆｏｃｕｓ補正のためのｒａｎｄｏｍ試料が得難い状況で 

   アルミニウムのｒａｎｄｏｍ試料を利用することがあります。 

   以下にアルミニウムによる random測定データを鉄の defocus補正として利用する方法を説明します。 

 

  

  

 

  鉄   アルミニウム 

 (110) 52.37     (200) 52.44 

 (200) 77.24   (220) 77.33 

 (211) 99.71   (222) 99.85 

２．アルミニウム random試料の測定（鉄の defocus補正に利用） 

 鉄の defocus補正のために、 

アルミニウムの(200),(220),(222)の測定を鉄と同じ(110),(200),(211)として測定を行います。 

測定データ 

  

 



２．１ ｄｅｆｏｃｕｓファイルの作成 

 

 

バックグランド除去のみの処理を行う。 

 

測定されているデータの平均値で規格化された値が表示されま，TXT2ファイルが作成される。 

  

 

 



２．２ TXT2ファイルを defocusとして登録 

  

 複数の TXT2ファイルを選択すると DEFOCUSファイルが作成される。 

  

  選択して TextDisp で 

 

 

 ＤＥＦＯＣＵＳテーブルで重要なのは、先頭の指数です。この指数で鉄の defocus曲線が特定されます。 

 アルミニウムの極点測定時、同一角度の鉄の指数とした理由です。 

 

 

３．ＳＵＳの配向試料データ 

  

 

 

 

 

 



３．１ ＳＵＳの配向試料の補正を行う。 

 

３．２ バックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ補正を適正化Ｒｐ％モードで行う。 

 

適正化Ｒｐ％モードの結果 

 

 再計算された DEFOCUSテーブルは、C:¥CTR¥work¥ODFPoleFigure2に作成されています。 

  

  

 



３．３ 適正化Ｒｐ％モードを行わない場合  

 

３．４ 適正化Ｒｐ％モードの場合 

 

 適正化Ｒｐ％モードで改良されている。 

 鉄の defocus補正にアルミニウムが利用できる事が分かります。 

  

 

 

 

 

 

 



４．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ向けデータの作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦにより解析 

  

  

５．１ ＯＤＦ解析結果 

  

 



５．２ ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで Errorの確認 

  

ODF解析前の予測 Error 

  

 線の色が異なっていますが、ほぼ予測Ｒｐ％に相関があります。 

 事前に、最小Ｒｐ％になる補正を行うことで、ＯＤＦ解析結果のＥｒｒｏｒを下げることが出来ます。 

  


